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いよいよ運動会！
　２８日（土）はいよいよ運動会です。この日のために、児童たち

は２学期になってから練習を積み重ねてきました。

　今年は暑さ対策のため、例年より２週間時期を遅らせましたが、９月に入っても連日猛暑が続いたた

め、練習は暑さとの戦いでした。それでも、全校練習を比較的涼しい１時間目に入れるなどの工夫をし

て、順調に練習を重ねることができました。児童も、ダンスや競技の練習、係の仕事などに真剣に取り

組んできました。

　また、今年度は「富原地区合同運動会」としての開催となり、多くの地域の方に富原っ子のがんばる

姿を見ていただけることをうれしく思います。一般種目として「綱引き」と「玉入れ」もありますので、地域

の方、ご観覧のご家族の方にたくさん参加いただいて、地域の運動会として盛り上がることも期待して

います。皆様お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

PTA奉仕作業　お世話になりました
　８月２５日(日)のPTA奉仕作業は、早朝より保護者や消防団の皆様、各種団体や地域の皆様のご参
加をいただき、無事に実施することができました。

　今回の奉仕作業も昨年に引き続き、地域の方が参加してくださいました。草刈りや溝掃除、校舎の窓

拭きや遊具のペンキ塗り、草取りや運動場の土入れ、体育館の窓拭きや周辺の掃除など、すべての

参加者の方が一生懸命作業してくださいました。

　今回は中学校と重なっていたため、人手の確保が難しい面もありましたが、参加者全員のチーム

ワークで予定通りの作業ができました。おかげさまで、学校が大変きれいになり、気持ちよく新学期を

迎えることができました。ありがとうございました。



楽しかった全校PTA活動
　８月２５日(日)のPTA奉仕作業の後に、全校PTA活動
が行われました。講師として、真庭市スポーツ協会勝山

支部の方に来ていただき、「ボッチャ」と「モルック」で楽

しい時間を過ごしました。

　今年はパラリンピックもあり、パラスポーツにも関心が集まりました。２つの競技を親子で楽しみなが

ら、誰でもすぐに参加できる親しみやすさと、練習によって技を極められる奥の深さを感じることができ

たのではないでしょうか。指導をしてくださった方、お世話をしてくださったPTA学級委員の皆様、ありが
とうございました。

学力・学習状況調査の結果について
　４月１８日(木)に全国および岡山県の学力・学習状況調査が行われました。3・4・5年は岡山県、6年
は全国の調査に取り組みました。学力調査では、国語・算数の問題に取り組み、学習状況調査では、

学習に対する興味・関心や生活状況について回答しました。結果が学校に届きましたので、概要をお

知らせします。本校は、児童数が非常に少ないため、平均等の数値での結果公表はいたしません。児

童の解答、回答状況を分析し、課題を明確にして今後の指導に生かしていきます。

《学力調査の結果から》

　国語・算数とも全国平均よりも低い傾向にあります。しかし、算数については、昨年度に比

べて全国平均との差が縮まっており、特に「数と計算」「図形」の領域に改善が見られます。昨年度行っ

た「算数パワーアップ教室」などで、基礎的な問題に取り組んできたことが効果として表れていると考え

ます。

　一方で、国語では「話すこと・聞くこと」「読むこと」の領域に課題が見られました。よく文章を読んだり

話を聞いたりして、内容を理解する力を伸ばしていく必要があると考えます。

《学習状況調査の結果から》※5年(県)・6年(全国)のみ
　「自分でやると決めたことはやり遂げるようにしている」「地域や社会をよくするために何かしてみたい

と思う」などの項目は、肯定的回答の割合が高く、学習や生活に真面目に取り組んでいることがうかが

えます。また、近年力を入れている「富原ふるさと学習」の効果も表れていると考えます。一方で「算数

の勉強が好きである」「言葉や数、式を使って説明する問題で解答しようと努力した」などの項目は全

国や県平均を下回っており、教科や問題の形式によって苦手意識があることがうかがえます。

《今後の取組》

　学校では、今後、自分の考えを書いたり説明したりする活動や、ペアやグループで話し合って考えを

深める活動を増やすよう、授業改善をさらに進めます。また、朝学習や放課後学習を中心に、基礎的

な力の向上に取り組みます。読書にも力を入れ、文章に触れる機会を増やしていきたいと思います。

　ご家庭でも、家庭学習時間の確保(低30分・中45分・高60分以上)、ゲームや動画視聴などの時間の
管理をお願いいたします。また、親子で一緒に読書をする機会も大切にしていただきたいと思います。

学校と家庭で連携・協力し、子どもたちの成長を支えていきましょう。


